日本ＯＰ協会　　平成１７年度総会議事録
開催日時：平成１７年１１月５日

開催場所：グリーンピア岩沼　

１．開会宣言　　午後７時２０分に東理事より開会が宣言される。
２．総会成立報告　出席者１５名、委任状１６名で評議員総数３６名の過半数を超えているので総会は成立する旨の報告があった。

３．議長選出　　　規約では会長が議長となるが、会長並びに副会長共欠席であり、浅野会長より国見理事長へ議長の要請がされていたこともあり、満場一致で承認され審議に入った。
５．審議

（1）各委員会の平成１７年度事業報告・平成１８年度事業計画報告

　　①レース委員会（荒川理事）

　　　総会資料に基づき平成１７年度のＯＰ協会主催レースの報告と平成１８年度のレース予定について報告された。

· 標準帆走指示書を作成した。

　　　2006年の東日本選手権開催地が神奈川県シーボニアヨットハーバ　　

　　　ーを予定していることについて理由についての質問があり、確定では無いがシーボニアヨットハーバーを所有するリビエラリゾート様の協力、協賛が得られそうなので、シーボニアでの開催を検討中との回答があった。

　　②ルール計測委員会（荒川理事）

総会資料に基づき平成１７年度の事業報告と平成１８年度の事業計画について報告された。

　　③海外派遣委員会（坂上理事）

　　　総会資料に基づき平成１７年度の海外でのレース結果と２００６年以降のレース予定について報告がされた。
　　　<次年度以降の国際レース予定>

　　　　大会名　　　　　年度　　　　　国名

　　　　ワールド　　　　2006　　　　ウルグアイ　

　　　　　　　　　　　　2007　　　　イタリア

　　　　ヨーロッパ　　　2006　　　　オランダ

　　　　　　　　　　　　2007　　　　ギリシャ

　　　　アジア　　　　　2006　　　　台湾

　　　　　　　　　　　　2007　　　　未定

　　④広報委員会（河内理事）

　　　総会資料に基づき平成１７年度の事業報告と平成１８年度の事業計画について報告された。

　　　　＊協会ホームページ担当が交代した。

　　⑤育成委員会（神谷理事）

　　　総会資料に基づき平成１７年度の事業報告と平成１８年度の事業計画について報告された。

　　　　＊山形県セーリング連盟ジュニアヨットクラブへの「出前コーチ」を実施した。

　　⑥総務・財務委員会（市野理事・仲野理事）
　　　　総会資料に基づき平成１７年度の事業報告と平成１８年度の事業計画について報告された。

＊１．平成１６年度はアジア大会に集中するために、子ども夢基金については見送りとしていたが、平成１７年度は予算が承認され、活動の支援を受けることになった。尚、子ども夢基金の会計は別会計である。

＊２．会計については、総会資料の収入明細及び支払明細について説明された。

　　⑦総会議案監査報告（赤津監事）

　　　会計については、正確であり誤りは認められなかったのと報告がされた。会計システム（プログラム）については汎用性のあるものにすべきとの指摘があった。
以上の各委員会からの報告について満場一致で承認された。
（6）規約改定について
　　理事会にて承認されたオプティミストディンギー協会規約及び選挙規定の案について審議され、規約１４条に付則として、役員の任期の起算年を平成１８年度からとする内容を追加することで採決し、賛成２４票、反対３票で総数の３分の２を満たしているので承認された。

　　（新規約については別紙の通り）

（7）役員改選
　　香野選挙委員より、今年度で任期満了となる８名の理事に対して５名の立候補があったことの報告がされた。

　　５名の立候補者の紹介があり、満場一致で承認された。

新任理事

　神谷　喜由
　高木　慶太

　埼玉　浩史

　丸太　郁郎

　濱本　徹夫


（8）第１回理事会報告

　休憩後、第１回理事会にて、国見理事長の再任並びに仲野理事の会計担当が再任されたことが報告された。

以上をもって、総会の終了を議長が宣言し総会が終了した。
　
議事録作成者　　日本ＯＰ協会

　　　　　　　　東　博徳

議事録署名人

平成１８年度第１回理事会


自己紹介のあと、理事会審議により


　　理事長　　国見　悦郎理事長の再任が了承された。


　　会計　　　仲野　佐代子理事の再任が了承された。











